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■改正の主な内容
現行用途地域 改正 用途地域 用途規制概要

第一種住居専用地域

第二種住居専用地域

住　 居　 地　 域

近 隣 商 業 地 域

商　 業　 地　 域

準　工　業　地　域

工　 業　 地　 域

工 業 専 用 地 域

第 一 種 低 層 住 居

専　 用　 地　 域

現行の第一種住居専用地域とおおむね同じ

(養老院を老 人ホームに改める等)

第 二 種 低 層 住 居
専　 用　 地　 域

第一 種 低 層 住 居 専 用地 域 適 格 建築 物 の ほ か 、150m･ 以 内

の店 舗等 に 限 り 建 築 を許 容

第一種中高層住居

専　 用　 地　 域

第二種低層住居専用地域適格建築物のほか､ 病院､ 児 童

厚生施設、500㎡以内の店舗等に限り建築を許容

第二種中高層住居

専　 用　 地　 域

現行の 第二種住居専 用地域不適格建築物のほか、一定

の運動施設の建築を禁止

第 一 種 住 居 地域

現行の住居地域不適格建築物のほか. パチンコ屋、カラ

オケボックス、3,000㎡を超える事務所、店舗等の建築

を禁止

第 二 種 住 居 地域
現行の住居地域 とおおむね同じ

(300㎡以内の自動車車庫の建築の許容等)

準 住 居 地 域

現 行 の 住 居 地 域 不 適格 建 築 物 の ほ か、 木 材 粉 砕工 場 等

の 建 築 を禁 止｡ 現 行の 住 居地 域 不 適 格 建 築物 の う ち 、自

動車車庫、150㎡以内の自動車修理工場等の建築を許容

近 隣 商 气 地 域

現行の近隣商業地域 不適格建築物のほか、個 室付浴場

に類する一定の建築物の建築を禁止

客席部分200㎡未満の劇場、映画館等の建築を許容

商　 業　 地　 域
現 行の商業地域 不適格建築物のほか、 コンクリートの

粉砕工場等の建築を禁止

準 工 業 地 域
現行の準工業地域不適格建築物のほか､石綿含有製品の

製造工場等、個室付浴場に類 する一定の建築物を禁止

工　 業　 地　 域
現行の工業地 域不適格建 築物のほか、個室付浴場 に類

する一定の建築物の建築を禁止

工 業 専 用 地 域
現 行の 工 業 専 用地 域 不 適 格建 築物 の ほ か、 老 人 ホー ム、

一 定 の 運 動 施 設等 の 建 築 を 禁止
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わたしの夢

人 口 と世 帯（7 月1日現在）

○人口　464,558人 （＋383）

Ｏ　男　236,485人　（＋181）

○　女　228,073人　（＋202）

○世帯　173,255世帯（＋233）

(
)
は
前
月
比

66-111

1
8

種類か12 種類へ

総
合
的
な
土
地
政
策
の
一
環
と
し
て
、
良
好
な
市
街
地
の
環
境

を
整
備
し
都
市
の
秩
序
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
都
市
計
画
法
と

建
築
基
準
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
（
平
成
５
年
６
月
施
行
）
、
用
途

地
域
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

新
し
い
用
途
地
域
は
、
よ
り
適
切
な
住
環
境
の
保
護
を
図
る
た

め
、
住
居
系
用
途
地
域
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
八
種
類
か
ら
十

二
種
類
に
細
分
化
す
る
も
の
で
す
。

市
と
県
で
は
、
平
成
７
年
度
中
を
目
標
に
、
新
用
途
地
域
の
指

定
替
え
を
す
る
よ
う
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
経
過
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
広
報
や
説
明
会
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

閲
都
市
計
画
課

●住居系用途地域では、条件を満たす一部地域を除き旧第

一種住居専用地域には原則として第一種低層住居専用地域を、旧第二種住居専用地域には原則として第一種中高層住居専用地域を、旧住居地域には原則として第一種住居地域を定めることとし、さらに住居専用地域を定めることについて配慮します。●近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域、工業専

用地域については、原則として旧用途地域がそのまま適用されます。●容積率・建ぺい率の制限

良好な市街地環境の保全・形成や道路・下水道の整備とのバランスを図るために、地域の特性などに応じて、容積率(建物の延べ床面積の敷地面積に対する割合)と建ぺい率(建築物の建築面積の敷地面積に対する割合)の最高限度が定められます。● 高 さ 制 限

市街地や各建築物の採光、通風、開放性などを確保するため、用途地域に応じて、建築物の高さについての制限があります。● 外 壁 の 後 退 距 離 の 制 限 、 建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度
第一種低層住居専用地域と第二種低層住居専用地域で

は、低層住宅の良好な住居環境の保護のために、必要に応
じて「外壁の後退距離の限度」や「建築物の敷地面積の最
低限度」を定めることができます。
「外壁の後退距離の限度」…建築物等を建てるときに、道

路または敷地の境界線から１ｍまたは１.５ｍ以上離す。
「建築物の敷地面積の最低限度」…建築物を建てるには、
定められた面積以上の敷地が必要になります(ただし、既
に定められた面積未満の敷地となっている場合は、敷地

を分割しなければ建築物を建てられます）。

■新用途地域決定に関するスケジュール

用
途
地
域
が
変
わ
り
ま
す

都
市
計
画
法
・
建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
り

この用途地域制度の改正に伴い､従来定められていた川途地域を新用途地域

に指 定替えする祁 巾計画の決定は､ 法律の施 行から３年以内に 行うこ とになっ

ています。そのため、平成７年度中を目標に指定替えを行っていく予定です。

小川　 裕介くん

これは、ぼくが得意なさか立ちをしながら

絵をかいているところで、絵とマット運動が

好きなので、いっしよにできたらいいなと思

ってかきました。宇宙にある火星や木星が、

地球と同じくらい明るくてきれいな青や緑に

かがやいているところです。
さ か立ちし て絵をかく 裕介くん

(新松戸南小学校４年)

市役所の代表電話は



真
間
川
流
域
総
合
治
水

推
進
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

皆
さ
ん
に
、
川
や
水
に
親
し
み

な
が
ら

、
市
や
県
な
ど
が
行
っ
て

い

る
治
水
事
業
や
親
水
事
業
に
つ

い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

’

と
、
「
川
に

親
し
む
親
子

の
つ

ど

い

」
を
開
催
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
催
し
物
を
用

意
し

て

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

の
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
は

、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

。

日
時
…
８
月
2
7
日
出
午
前
1
0
時

～
午
後
１

時
〔
小
雨
決
行
。
中
止

の
場
合
は
2
8日
㈲
に
延

期
〕

会
場
…
上
矢
切
・
坂
川
親
水
広

場
（
左
下
図
）

費
用

…
無
料

閲
河
川
課

親子のつどい
昨年の一般の部最優秀賞

ケアハウス(軽費老人ホーム)

サン セット ホー ムの 人た ちの 自

主 的な 活動 によ って 、 １年中 花

を 絶やさ ない よう にし ました 。

出品方法…市内の住宅周辺、学校・公園・公共

施設、事務所等民間施設などの、花飾りや花壇な

ど全体の状況が分かる写真（コメント ・エピソー

ドを添えてください。応募書類をもとに審査）

圃９月28日伽までに、 郵送で〒270松戸市干駄堀

269パークセンター内財まつど街と水辺の緑化基

金（登45－9846番）へ

街と水辺の

花づくり

コンクール

会場案内図

昨年の学校の部最優秀賞

常盤平第三小学校

常盤平第三小学校の自慢の円

形花壇です。１年間を通じた生

徒の花づくり活動によって、成

果を挙げることができました。

歯
を
大
切
に

そ
の
十
一
　
四
十
代

’
　
　
歯
周
病
と
そ
の
治
療
法

今

回

は

、

歯
周

病

の

段

階
と

そ

の

治

療

法
に

つ

い

て

お

話
し

し

ま

し

ょ

う

。

ま

ず

、

ご

く
初

期

の
段

階
で

は

、
歯
と

歯

茎
（
ぐ

き
）
の

境

目

に

付

い
て

し

ま
っ

た

歯
石

等

の

汚

物

を

取
り

除
く

だ

け
で

済

む

場

合

が
ほ

と

ん

ど
で

す
。
通

常
、

歯
石

除
去
と
呼

ば
れ
る
処
置
で

す
。

中

程

度

の

歯

周

病

に

な

る

と

、

ポ

ケ
ッ

ト

が

も

う
少

し

深

く

な

る

た
め

、
さ

ら
に

手

間

と

時

聞

か
か

か

る

よ

う
に

な

り

ま

す
・
こ
の
場
含
は
、
歯
茎
に
麻
酔

を

す

る
こ

と

も

あ
り

ま

す

。

ま

た

、
こ

れ

ら
の

処
置

と

並

行
し
て
、
噛
（
か
）
み
合
わ
せ
の

力

が

歯
に

と

っ
て

有
害

な

方

向

に

か

か

っ

て

い

る
と
こ

ろ

を

修

正

す

る
た

め
に

、
多

少
表
面

を

削

る
こ

と
も

あ
り

ま

す
。こ

れ
を

咬

（
こ

う
）
合

調
整

と
い

い

ま
す

。

こ

こ

ま
で

の

治

療

を

歯

周
初

期
治
療
と
呼
び
、
歯
周
病
治
療

の
基
礎
段
階
と
い

う
べ
き
処
置

と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
患
者

さ
ん

が
家
庭
で
し

っ
か
り
ブ
ラ

ッ
シ
ン

グ
を
し
て

、
毎
日
歯
垢

（
こ
う
）
を
取
り
除
く
こ
と

が

基
本
で
す
。
歯
垢
は
、
口
腔
内
の

細
菌
が
繁
殖
し
て
作
り
出
さ
れ

る
も
の
で
、
歯
ブ
ラ
シ
の
届
く

と
こ

ろ
に
あ
る
歯
垢
は
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
で

取
り
除
く
こ

と
が

で

き
ま
す
。

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
ま
で
の
治
療
に
大
体
三
～
六

回
位
か
か
り
ま
す
。
途
中
で

歯

が
し
み
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す

る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
時

的
な
も
の
で
心
配
は
い

り
ま
せ

ん
。こ
こ

ま
で
く
る
と
、
ポ
ケ
ッ

ト
の

深

さ

が
あ

る
程

度

減
少

し
、

軽
症

の

部
位
で

は
治

癒

（
ゆ
）
し
て
し
ま
い
ま

す
。

し
か
し

、
ポ
ケ
ッ
ト
の
状
態

等
に
よ
っ
て

、
こ

れ
だ
け
で
は

治
癒
し
な
い
部
位
が
残
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
初
期
治
療
を
終
え
た
段

階
で

も
う
一
度
検
査
を
し
て

、

次
の
治
療
へ
進
む
部
位
を
決
定

し

ま
す
。
こ

れ
を
再
評
価
検
査

と
い
い
ま
す
。

次
回
は
、
再
評
価
検
査
後
の

治
療
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

催し物一覧
催し物 内　　　　 容　　　 俑　考

魚釣り大会
大物賞などの入 賞賞品を用意｡ 釣り 用具･ えさは各自

持参
申し込み制

親子うなぎつか

みどり大会

小学６年生までの子供と親のﾍﾟア100組で競います

(入賞賞品を用 意)。うなぎ １匹ずつプレ ゼント
申し込み制

国分川分水路見

学会

３月に 通水し たト ン ネル河川を 見学。昼食 付き 。定

員50 人
申し込み制

どじようつかみ
コーナー

捕らえたどじようは持ち帰れます。 参 加 自 由

川クイズ大会 川にちなんだクイズに答えて賞品がもらえます。 参 加 自 由

野菜の販売など 松戸でとれた新鮮野菜の販売や枝豆食べ放題

パネル展示
川のビデオ放映 総合治水を分かりやすく解説したパネルとビデオ

模擬店 焼きそぱ、カレ ーライス、ジュースなど

※申 し込み制 の催し 物については 、電話 またはハガ キに住所･ 氏名（親子うなぎ つか

みどり 大会は 親子の氏名）･年齢･ 性別･ 電話番号を記 入し て、〒271 松戸 市根本387

－5 松戸市 役所河川課内「川に 親し む親子のつどい 」係へ

バス

松戸駅西口から「矢切高校行き」で

終点下車

松戸駅西口から「国府台経由市川

駅行き」で上矢切下車

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

社八柱福祉会

川に親しむ



都
立
八
柱
霊
園
の
使
用
者
を
公
募

都立八柱霊園の入口はまる で公園のよう

公
募
数
…
一
般
埋
蔵
施
設
百
九

十

九
ヵ

所

、

芝

生
埋

蔵

施

設

十
四

ヵ

所
、

壁

型

埋

蔵

施

設
千

五

十
力

所
の

合

計

千

二
百

六

十

三
ヵ

所

申
込

資

格

…

①
埋

蔵
し

た
い

遺

骨

（
既

に

別

の
と

こ

ろ

に

埋

蔵

・

収

蔵
さ

れ
て

い

る
遺

骨

を

含

む
）

が

あ
る
こ

と

②

遺

骨
の

配

偶

者

、

直

系
血

族

の

父
母

・
子

・

孫

、
養

父
（
母

）
、
養
子
（
女

）
、
兄

弟
姉

妹

で

あ
る
こ

と

③

遺

骨
の

祭

祀
（
し

）

の

主
宰

者
で

あ

る
こ

と

④

申
込

者

が
三

年
以

上

（
平

成
３

年
７

月
3
1

日

以

前

か

ら

）

継

続
し
て

市

内
に

居

住
し

て

い

る
こ

と

。
以

上
の

条

件

を
す

べ
て

満

た
し

て
い

る
こ

と

公

開

抽

選

…
９

月
1
4
日

圉

午
前

1
0時
か

ら

、

都

庁

第
二

本

庁

舎
一

階

ホ

ー
ル
で

実

施

申
込

用

紙

の
配

布

…
８

月
1
7
日

平
成
６
年
度

松
戸
市
職
員
募
集

平
成
６

年
度
の
松
戸
市
職
員
採

用

試
験

を
次
の

と
お

り
行
い

ま

す
。受

験
の
受
付
…
８
月
５
日
窗
～

1
6日

㈹

ヱ

・
日

を
除

く
）
の

午
前
９

時
～
午
後
４

時
の
間
に

、

市
役
所
本
館
二
階
大
会
議
室
で

試
験
日
時
…
９
月
４
日
収
午
前

９

時
3
0分
か
ら

試
験
会
場
…
第
一
中
学
校

※
必
要
書
類
は
、
本
館
二
階
大
会

議
室
で
配
布
し
ま
す
。

茴
人
事
課
人
事
係

職　　種 採用予定人数 受　　験　　資　　格

技術職（上級）
電 気 ・ 機 械

各

若

干

名

※Ａの人で専攻課程を修了した人
または当該課程を修了する見込みの人

技術職（初級）
電 気 ・ 機 械

※Ｂの人で専攻課程を修了した人
または当該課程を修了する見込みの人

保　 健　 婦

※昭和42年４月２日以降に生まれた人で、保健

婦の資格を鞨する人、または平成７年5月ま

でに保健婦の資格を取得する見込みの人で、

市内の医療機関に勤めていない人

看護婦（行政）

※昭和42年 ４月２日以降に生まれた人で、看護

婦の資格を有する人､または平成７年5 月まで

に看護婦の資格を取得する見込みの人で､市内

の医療機関に勤めていない人

栄　 養　 士

※④･ ⑧の人で 栄養士の資格を有 する人 、ま

たは平成７年３月31日までに栄養士の資

格を取得 する 見込みの人

受験

資格

Ａ＝昭和42年４月２日から昭和48年４月１日までに生まれた人で、

大学を 卒業または平 成 ６年度卒業 見込みの人

Ｂ＝昭和44年４月２日から昭和50年4月１日までに生まれた人で､短期大学

もしくは高等専門学校を卒業、または平成６年度卒業見込みの人

團
ま
で

、
市

役
所
市
民
課
・
各
支

所
、
八
柱
霊
園
管
理
事
務
所
、
都

庁
第
一
・
第
二
本
庁
舎
案
内
コ
ー

ナ

ー
、
新
宿
駅
西
ロ
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
「
申
込
用

紙
」
と
「
申
込
の
し

お
り
」
を
配

布圃
所
定
の
申
込
用
紙
を
８
月
1
7日

困
ま
で

に
投
か
ん
〔
８

月
2
2日
囲

正
午
新
宿
郵
便
局
に
必
着
〕

＼ 一　　　 般

埋 蔵 施 設

(１ば当たり)

芝　　　 生

埋 蔵 施 設
(1ぼ当たり)

壁型埋蔵施設

(1 ヵ所当たり)

使用料 69,〔}00円 76,000円 435,000円

管理料 380円／年 620円／年 780円／年

閲
都
建
設
局
公
園
緑
地
部
霊
園
課

容
0
3
1
5
3
2
0
1
5
3
9
1

～

３
番森のホール21チケットセンター

チケットガイド
営業時間　午前10時～午後４時
a84 －5050 番（月曜日は休館）　 ※電話での予約はできません。

築協定で
住みよい街づくりを

松ヶ 丘団地(上本郷)では市内初の建築協定を締結

建
物
を
建
て

る
場
合
は
、
建
築

基
準
法
で

定
め
ら
れ
た
基
準
を
守

ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
こ

の

基
準
は
、
街
づ
く
り
の
最
低
限

の
ル

ー
ル

を
定
め
た
も
の
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

基
準
に
合
っ
て
い
る
建
築
物
で

も
、
日
照
・
通
風
・
プ
ラ
イ

バ
シ

ー
な
ど
に
つ
い
て
問
題
が
生
じ
る

こ
と

が
あ
り
ま
す
。

建
築
基
準
法
に
は
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
禾
然
に
防
止
す
る
手
段

の
一
つ

と
し
て
、「
建
築
協
定
」
と

い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ

の
制
度
で
は
、
住
み
よ
い
街

づ
く
り
の
た
め
に
、
土
地
・
建
物

の
所
有
者
な
ど
全
員
の

合
意
に
よ

っ
て
基
準
以
外
の
協
定
を
定
め
る

こ
と
が
で

き
ま
す
。

例
え
ば
、
低
層
住
宅
地
の
環
境

を
守
り
た
い
場
合
に
は

、
建
築
物

の
高
さ
・
階
数
な
ど
を
制
限
し
た

り
、
住
宅
を
一
戸
建
て
に
限
定
し

た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の

協
定
は
、
市
長
の
認
可
を

受
け
て
公

的
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

既
存
の

住
宅
地
の
場
合
に
は
、

無
理
の
な
い
こ

と
か
ら

始
め
ま
し

ょ
う
。
た
と
え
一
つ
の

協
定
で
も

よ
り
よ
い
街
づ
く
り
に
つ
な
が
り

ま
す
。

※
市
で

は
建
築
協
定
に
つ
い
て
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用

意
し
て
い

ま
す
。

固
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

原

爆

投

下

日

に

は

慰

霊

と

平

和

の

祈

念

を

昭

和
2
0
年
８

月

６

日

午

前
８

時

1
5分

広

島
に

、
９

日

午

前
1
1
1
1

一
時

２

分
長

崎

に

原
子

爆

弾

が

投
下

さ

れ

て

か

ら

、

満
四

十

九

年

を

迎
え

ま

す
。死

没

者
の

め

い

福

と

世

界
の

平

和
を

祈

り

、

各

職
場

や

家
庭

で

、

一
分
間
の
黙
と
う
を
し
ま
し
ょ
う
。

閲

総

務

部

庶

務

課
庶

務

係

女

性

セ

ン

タ

ー

が

休

館

期
間
1
1月
3
0日
困
～
平

成
７
年

９
月
3
0日
出
（
改
修
工
事
の
た
め
）

黯
女
性
セ
ン

タ
１
音
6
4－
8
7
7

8
番

公演日 公演名 会場 開演時間 費用

８／６出

新ヴ ィ ヴ アル ディ

合 奏団 シリ ーズコ
ンサ ート ＶＯＬ ．２

森のホー
ル21
小ホール

午後７時
3,000円

(全自由席)

松戸寄席

らくご奇兵隊ＶＯし.1
市民劇場
ホール

午後６時
1,500円

(全自由席)

19廁
'94松戸ジャズ＆ワー

ルドミュージック

森のホー
ル21
大ホール

午後６時 S/4,C}00円
A/3,000 円

31團
藤あや子コンサート

（ ２回公 演）
午後

２時

午後６時
30分

SS/6,000 円
S/5,000 円

９／９贈 都はるみコンサート 午後６時
30分

S/Z,300 円
Ａ／６,700円
B/5,700 円

10圉

吉幾三コンサ ート
ＯＮ　ＳＴＡＧＥ ９４

（２回公演）

午後
２時

午後６時
30分

S/6,000 円
A/5,000 円
B/4,000 円

15呪 聖飢魔Ⅱコンサート 午後
６時

30分
4,635円

(全指定席)

23呪
河野春美
ピアノリサイタル

森のホー
ル21

小ホール
午後２時

2,000円
(全自由席)

29困

大月みやこ オン･ ス

テージ

（２回公演）

森のホー
ル21
大ホール

午後
２時

午後６時
30分

SS/5,500 円

会館売り は
ＳＳ席のみ

10/8 圉

新ヴ ィヴ ア ル ディ

合奏 団シ リ ー ズコ
ンサート ＶＯＬ ．３

森のホー
ル21
小ホール

午後２時
3,0C}O円

(全自由席)

14廊
干昌夫＆コロッケ

ジョ イントコンサ
ート

森のホー
ル21
大ホール

午後２時

午後６時
30分

S/6,000 円
A/5,000 円

15出
松戸寄席

らくご奇兵隊
ＶＯＬ ．２

市民劇場
ホール

午後６時
1,500円

(全自由席)

22出
ミュージカル　キ
ャバレー
出演：前田美波里

森のホー
ル21
大ホール

午後６時
S/7,000 円
A/6,000 円
B/4,000 円

全
国

消

費

実

態

調

査

に

ご
協

力

を９

月
か
ら
1
1月
ま
で
の
三
ヵ

月

間
に
わ
た
り

、
全
国
消
費
実
態
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ

の
調
査
は
、
抽
出
さ
れ
た
世

帯
の
皆
さ
ん
に

、
主
と
し
て
家
計

簿

を
付

け
て
い

た

だ
く

も
の
で

す
。調

査
の

結
果
は
、
国
な
ど
が
行

う
社
会
、
経
済
施
策
な
ど
の
企
画
・

立
案
の

際
の

貴
重

な
資

料
と
し

て
、
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
８
月
中
旬
か
ら
、
調

査
の
対
象
と
な
っ
た
お

宅
に
お
伺

い
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し

ま
す
。

茴
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

児

童

扶

養

手

当

８

月

期

分

を

支

給

８
月
1
1日
出
か
ら
郵
便
局
・
銀

行
で
８
月
期
分
の
手
当
を
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

醴
援
護
課
援
護
係

児

童

扶

養

手

当

・

特

別

児

童

手

当

の

現

況

届

の

受

け

付

け

児
童

扶

養

手
当

・

特
別

児

童

扶

狡

手
当

を

受

け
て

い

る
人
に

は

、

今

月
上

旬

に

現
況

届

（
更

新

手

続

言

の

用

紙

を

送
り

ま

す

。

現
況

届

の

提

出

が
な

い

と

、
８

月

分
以

降

の

手
当

を

受
け

ら

れ
な

く

な
り

ま

す

の
で

、

ご
注

意

く
だ

さ
い

。
　

受
付

期

間
８

月
1
1
1
1

一
日

市

～
９

月
1
0
日

出

一
特
別

児

童

扶
養

手
当
は
９

日

廁
ま
で

〕

閲

児
童

扶

養

手
当

＝

援

護

課

援
護

係

、
特

別

児

童

扶

養
手

当

＝
し

あ

わ
せ

課
給

付

係

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金

の

額

が

決

定

し

ま

し

た

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
は

公
認
の
私
立
幼
稚
園
に
三
・
四
・

五

歳
児
を
通
わ
せ
て

い
る
保
護
者

に

支
給
し
て
い
ま
す
。

平

成
６

年
度

の
補

助
金

額
が

左
表
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３’Ｓ（スピード・酒・シート ベ

ルト ）作戦で交通事故を防止

補助金支給の基準と補助金額

区分 基準（ 平成６年度市町 村民 税年額） 補助金額(年額)

Ａ
生 活保護世帯 ・市町村民税非 課税世

帯

115,500円を

限度

Ｂ
市 叨村民税所得 割非 課税世帯（ 均等

割のみ課税世帯）
90,200円を

限度

Ｃ 市町村民税所得割課税額が90,900
円以下の世帯

51,900円を
限度

固
各
幼
稚
園
、
教
育
委
員
会
財
務

課
管
理
係
容
6
6
1
7
4
5
5
番

建

募　　集　　案　　内

※チケット は売り 切れの場合もあり ま す。

ストップ・ザ交通事故

強化月間

８月は



みんなのものです

道路は正しく使っていますか？

！！

水不足

８月は「道路をまもる月間」

８
月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
で
す
。
ま
た
、
８
月
1
0日

は
「
道
の
日
」
で
す
。

こ
れ
ら
の
運
動
は
、
皆
さ
ん
に
道
路
を
正
し
く
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
「
道
路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
す
。

普
段
は
あ
ま
り
考
え
る
こ
と
の
な
い
道
路
で
す
が
、
こ
の
機

会
に
道
路
を
見
直
し
て
み
ま
し
よ
う
。

今
回
は
道
路
の
不
法
使
用
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

茴
道
路
課

物
な
ど
の
日

常
生
活
や
輸
送
な
ど

の
産
業
活
動
を
支
え
る
重
要
な
働

き
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
下

に
は
電
気
・

水
道
・
ガ
ス
・
下
水

道
な
ど
の
施
設

が
収
容
さ
れ
、
地道はふれあいの場所でもあり ます

商
品
や
看
板
が
歩
道
を
占
拠

節
水
に
ご
協
力
を

今
年
の
梅
雨

は
、
例
年
に
比

べ

る
と
非
常
に
雨

が
少
な
く
、
首
都

圄
の

水
が
め
で

あ
る
利
根
川
水
系

の

ダ
ム
の
貯
水
量
は
、
大
幅
に
減

少
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
全
国
的
規
模
で
異
常

パ
ト
ロ

ー
ル
区
域
に
到
着
し
て

ま
ず
目
に
つ
い
た
の
は
、
酒
屋
が

歩
道
上
に
商
品
を
並

べ
て
い
た
こ

と
で

澎
。
さ
っ
そ

く
歩
道
上
に
商

品
を
置
か
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま

し
た
。
店
の
人
は
「
分
か
り
ま
し

た
。
す
み
ま
せ

ん
」
と
言
っ
て
、

す
ぐ
に

片
付
け
て

く
れ
ま
し
た
。

次
に
斜
め
向
か
い
の
ぺ

″
ト
シ

ョ
ッ
プ
の

看
板
が
歩
道
に
置
か
れ

て

い
た
の
で

注
意
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
隣
の
薬
局
、
ケ
ー
キ
屋
、
洋

服
屋
が
商
品
や
看
板
を
歩
道
に
置

渇
水
の

事
態
と
な
っ
て
お
り
、
四

国
な
ど
で
は
時
間
給
水
制
限
と
い

う
事
態
に
な
っ
て

、
生
活
に
大
変

な
苦
労
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

松
戸
市
で
も
、
大
部
分
を
江
戸

川
か
ら
取
水
す
る
水
に
依
存
し
て

い
ま
す
の
で
、
渇
水
は
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
の
た

め
、
県
や
北
千
葉
広
域
水
道
企
業

団
で
は
渇

水
対
策
本
部
を
設
置
し

、

渇
水
に

対
す
る
対
応
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
川
の
水
を
浄
水
し
て
、
松

戸
市
営
水
道
や
千
葉
県
水
道
局
に

水
道
用
水
を
送

っ
て
い

る
北
千
葉

広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
ダ
ム
な

ど
多
く
の

水
資
源
施
設
が
未
完
成

な
だ
め
、
渇
水
時
に
は
ほ
か
に
先

上
に
も
電
柱
・
電
話
ボ
ッ
ク
ス
・

郵
便
ポ
ス

ト
な
ど
の
公
共
施
設
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
と
っ
て

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
大
切
な
公
共

空
間
と
し
て

、
災
害
時
の

避
難
路

と
も
な
り
ま
す
。

目
立
つ
道

路
の

不
法
使
用

と
こ
ろ
が
道
路
を
清
涼
飲
料
水

や
た
ば
こ
な
ど
の
自
動
販
売
機
や

広
告
物
の
置
き
場
と
し
て
使
っ
た

り
、
商
品
を
歩
道
い
っ
ぱ
い
に
並

べ
た
り
、
あ
る
い
は
荷
物
の
置
き

場
と
し
て
使
っ
て

い
る
の
を
よ
く

見
掛
け
ま
す
。
こ
れ
ら
は
美
観
を

損
ね
る
だ
け
で
は
な
く
、
歩
行
者
、

特
に
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
通

行
の
支
障
に
な
り
ま
す
。
歩
道
に

置
か
れ
た
植
木
も
美
観
を
悪
く
し

た
り
、
通
行
の
じ
ゃ
ま
に
な
り
、

緑
化
に
対
す
る
努
力
も
無
駄
に
な

つ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
車
庫
出
入
り
口
の
段
差

を

な
く
す
た
め
に
置
い
て
あ
る
、

す
り
付
け

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
自
転
車
・

オ
ー
ト
バ
イ

が
乗
り
上
げ
て
転
倒

す
る
な
ど
、
大
変
危
険
で
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
通
行
の
安

全
確
保
と
道
路
環
境
を
保
持
す
る

た
め
警
察
署
と
協
力
、
定
期
的
に

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

、
不

法
使
用
を
な
く
す
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

再
度
、
場
所
を
移
動
し
て

、
以

前
か
ら
何
度
注
意
を
し
て
も
商
品

を
歩
道
上
に
出
し
て
い
る
薬
局
へ

行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
日
も

商
品
を
う
ず
高
く
歩
道
上
に
並

べ

こ

れ
で
は
人
も
通
れ
ま
せ
ん

か
け
て
取

水
制
限
を
受
け
る
こ
と

に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
生
活
に
必
要
な

水
が
不
足
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は

水
の
出
が
悪
く
な
っ
た
り
、
赤
水

が
出
た
り
す
る
よ

う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
心

が
け
て
い
た

だ
い
て
い
る
節
水
を
、
さ
ら
に
進

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し

ま
す
。

水
は
自
然

が
与
え
て

く
れ
た
恩

恵
で
す
。
大
切
な
限
り
あ
る
資
源

を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に

も
、

節
水
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

黷
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団

容
4
5

－
3
2
1
1

番

街
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

上
本

郷

今

井
　

恵

子

さ
ん

拓
磨

ち
ゃ
ん

串
崎
南
町

藤
井
　

孝
彦
さ
ん

て
い
た
の
で

、
店
主
に
注
意
し
ま

し
た
。
一
応
分
か

っ
て

く
れ
た
よ

う
で
す
が
、
「
雨
が
降
る
と
歩
道

に
水
た
ま
り
が
で
き
る
の
で
な
ん

と
か
し
て
ほ
し
い
」
、
「
街
路
樹
の

葉
が
歩
道
に
落
ち
る
の
で
枝
打
ち

し
て
ほ
し
い
」
と
逆
に
注
文
を
言

わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

市
役
所
に

帰
っ
て

、
担
当
課
に
連
絡
を
す
る

と
い

う
こ
と
で

納
得
し
て

も
ら
い

ま
し
た
。

以
上
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
終
了
し
、

帰
庁
し
ま
し
た
。

歩
道
に
商
品
が
並
べ
て
あ

る
と
、
ペ
ビ
ー
カ
ー
が
引
つ

掛
か
つ
た
り
、
通
机
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
子
供
が
商
品
に
手

を
触
れ
て
困
つ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

店
の
看
板
や
商
品
で
歩
道

が
通
り
に
く
い
と
い
う
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
風
で
看
板
が
倒
れ

る
の
で
は
と
、
心
配
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

商
売
優
先
で
は
な
く
、
人

を
優
先
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
て

気
が
付
く
こ
と
は
、
商
品

や

看
板
が
歩
道
に
置
か
れ
て

い
る

の

が
多
い
こ
と
で

す
。

注
意
を
す
る
と
、
そ
の
と
き
は

片
付
け
て

く
れ
ま
す
が
、
い
つ
の

ま
に
か
、
出

さ
れ
て
し
ま
う
よ

う

で
す
。

道
路
は
み
ん
な
の

も
の
で

す
。

自
分
だ
け
は
と
思
わ
ず
、
お
互
い

に
自
粛
し
た
い
も
の
で
す
。

担
当
課
か
ら
一
言

道
路
課

大
久
保
　
平
さ
ん

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る

と
き
に
は
、
注
意
を
聞
い
て

く
れ
る
の
で
す
が
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
と
き
だ
け

で
は
な
く
、
道
路
は
い
つ
も

正
し

く
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

松

戸

ま

つ

り

・

県

人

会

コ

ー

ナ

ー

の

出

店

者

を

募

集

受
付
日

時
８
月
８
日

側
～
1
2日

廊
、
午
前
９

時
～
午
後
４
時
3
0分

対
象
市
民
に
よ
る
県
人
会
で
、
故

郷
の
特
産
品
・
名
産
品
を
販
売
す

る
も
の

※
松
戸
ま
つ
り
は
1
0月
―
日
出
・

２
日
㈲
の
二
日
間
、
場
所
は
松

戸
駅
周
辺
の
歩
行
者
天
国
内
ふ

る
さ
と
県
人
会
コ
ー
ナ

ー

匣
原
接

、
松
戸
商
工
会
議
所
（

｀

6
4－
3
1
1
1

番
）
へ

国

民

年

金

ポ

ス

タ

ー

募

集

テ
ー
マ
国
民
年
金
は
世
代
と
世

代
の
支
え
合
い
で

あ
る
こ
と
を
表

現
す
る
も
の
で
、
国
民
年
金
ま
た

は
年
金
標
語
を
必
ず
入
れ
る
こ
と

応
募
資
格
県
内
在
住
・
在
学
の
高

校
生
　

作
品
四
ツ
切
り
画
用
紙
、

作
品
の

裏
面
に
学
校
名
・
学
年
・

組
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
明
記

匣
９

月
1
0日
出
ま
で
に
、
〒
2
6
0
－

9
1千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一
ｉ

一

千
葉
県
社
会
部
国
民
年
金
課
（
四

0
4
3

－
2
2
3
－
2
3
8
2

番
）
へ

刑

務

官

募

集

受

付

期

間
８

月
1
9
日

倒

～
９

月

２

日

脂
　

試

験

日

第

一
次
1
0
月
９

日

㈲

、

第
二

次
1
0
月
９

日
日

・
1
0

日

冊
　

受

験
資

格

昭

和
4
0
年
４

月

２

日

～

昭
和
5
2
年
４

月
１

日

生
ま

れ

の
人
　

仕
事

の

内

容
被

収

容

者

に

対

す

る
日

常

生
活

・
職

業

訓
練

の

指

導

な

ど

壥
一
千

葉
刑

務
所

庶

務

課

｀
喝
－
2
3
1

－

Ｉ
Ｉ

Ｏ
）
１

内

線
（
／`
０

７

番

ｃ

Ａ

Ｄ

製

図

科

（
ト

レ

ー

ス

科

）

入

校

生

募

集

対
象
就
職
を
目
的
と
し
た
十
八

歳
以
上

の
女
性
・
二
十
人
　

募
集

期
間
８
月
3
1日
圉
ま
で
　

試
験
日

９

月
７
日
圉

周一
千
葉
県

立
千
葉
高
等
技
術
専
門

校
｛
1
0
4
3

－
2
3
2
－
7
6
3
3

番

１

月
1
3
日

㈲

に

松

戸

市

議

会

議

員

選

挙

１１
一
月
2
6
日

に

任

期

満
了

と

な

る

松

戸

市

議

会
議

員

一

般

選

挙
は

、

卜一
月
1
3
日

凹

に

実

施

さ
れ

ま

す

。

投

粟
で

き

る
人

昭

和
4
9
年
1
1
1
1

一
月

1
4日

ま
で

に

生

ま

れ

、
平

成
６

年

８

月
５

日

ま
で

に

松
戸

市

に

転
入

の

届
け

出

を
し

、
引

き
続

き

居
住

し

て
い

る
人

棄
権
せ
ず
、
必
ず
投
票
し
ま
し

黯

市

選
挙

管

理

委

員
会

事

務
局

『暮らしのいきいき講座』

エ

イ

ズ

予

防

ポ

ス

タ

ー

コ

ン

ク

ー

ル

作

品

募

集

募

集
内

容

エ
イ

ズ
予

防
や

意

識

向
上

に

役

立
つ

も

の
で

未

発
表

の

も
の
　

対

象

県
内

に

在

住
・
在

学
・

在

勤
の

中

学

生
以

上
　

規

格
四

ツ

切
り
画
用
紙
（
三
十
八
㌢
×
五
十

四
㌢
）
、
画
材
は
自
由

湊
応
募

作

品
の

版

権

は

主
催

者

に

帰

属

し

、

作
品

は

お
返

し

し

ま

せ

ん

。
全

員
に

記

念
品

を
贈

呈

惠
９

月
1
0
日

出
ま
で

に

、

作
品

の

裏
面

に

氏

名
・
年
齢
・
住

所

・

電

話

番

号
・
学
校

名

と

学
年
（
ま

た
は

勤

務

先

）
を

記
入

し

て

、
〒
2
6
0千

葉

市

中

央
区

市
場

町

一

丿
一

千

葉

県

衛

生

部
保

健

予

防
課

エ
イ

ズ

対
策

班

（
｛
1
0
4
3
上
J
1
2
6
9
3

番

｝
へ

平

成

７

年

国

勢

調

査

の

標

語

を

募

集

平
成
７

年
1
0月
１
日

に
、
国
勢

調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
人
口
な
ど
の
実
態

を
把
握
し
、
各
種
行
政
施
策
の
基

礎
資
料
を
得
る
た
め
に
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。
調
査
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
な
「
標
語
」
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格
小
・
中
学
生
の
部
と

一
般
の
部
（
高
校
・
大
学
生
を
含

む
）
に
分
け
、
だ
れ
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

匣
８
月
3
1日

屑

印
有
包

ま
で
に
、

官
製
ハ
ガ
キ
に
標
語
一
点
と
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業

（
学
生
は
、
学
校
名
・
所
在
地
・

学
年
）
を
書
い
て
、
〒
1
6
2
新
宿
区

若
松
町
一
九

―
一
総
務
庁
統
計
局

統
計
調
査
部
国
勢
調
査
課
「
平

成

７

年
国
勢
調
査
標
語
募
集
担
当
」へ

※
何
通
で
も
応
募
可

圜
市
役
所
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

８
月
1
5日
月
の
ご
み
の

収
集
と
し
尿
の
く
み
取
り

は
、
休
み
ま
す
。

問
清
掃
業
務
課

平

成

７

年
度

北

千

葉

広
域

水

道

企

業

団

職

員

募

集

募
集
職
種
一
般
事
務
・
土
木

募
集
人
員
各
若
干
名
　

受
験
資
格

上
級
職
＝
昭
和
4
1年
４

月
２
日
か

ら
昭
和
4
8年
４
月
１
日
ま
で

に
生

ま
れ
た
人

、
初
級
職
＝

昭
和
4
8年

４

月
２

囗
か
ら
昭
和
5
2年
４

月

―

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
　

試
験
日

９

月
1
8日
収
　

受
付
期
間
９

月
２

日
脂
ま
で

鵞
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
総
務

課
｛
1
4
5－
3
2
1
1

番

悪
徳
商
法
に
つ
い
て
の
出
張
講

座
を
行
い
ま
す
。
希
望
の
日

に
、

希
望
の
場
所
へ

、
専
門
の
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。

費
用

無
料
　

対
象

十

人
以

上

の

グ

ル

ー

プ
　

会

場
な

る

べ
く

申

込

者

が
確

保
し

て

く

だ

さ
い

（
都

合

の

つ

か

な
い

人

は

、

ご

相
談
に
応
じ
ま
す
）
。

惠

希

望
日

の

三

週

間

前

ま
で

に

、

電

話
で

消

費

生
活

セ

ン

タ

ー

四
6
6－
7
3
2
9

番

へ

固
市
立
図
書
館
容
6
5
－
5
1
1
5
番

期　日 会　　場 時　　問 形　態

8/1(跏 図書館本館 午後３時～４時

おはなし会
11困

移動図書館

｢みどり号｣
駐車場

午前10時50分
～11時30分

13出

午前10時50分

～11時30分
ほか３回（ ※）

2伽 松戸 三丁目 公園
午前10時30分

～們時30分
青空キャラ
バン

2肺
二十世紀が丘

市民センター 午前竹時

～午後３時

一日 キャ ラ

バン
2腟

小金原
市民センター

9/1 困
小金

市民センター
午後３時～４時

キャラバン

２應
六実

市民センター
おはなし 会

対象…３歳～９歳くらい 費用…無料

※午後
１時10分～１時50分

２時10分～２時40分
３時20分～４時

でんわおはなし

キャラバン

昔Zアー0000番

あなたにもできる／ 節水対策

８月10 日は「道の日」

道
路
は
あ
ま
り
に

も
身
近
す
ぎ

て

、
そ
の
重
要
性
を
忘
れ
ら
れ
が

ち
で

す
が
、
通
学
・

通
勤
・
買
い

身
近
で
重
要
な
道
路

す
り
付
け
ブ
ロ
ッ
ク
は
危
険
で
す

看
板
や
荷
物
が
通
行
の
妨
げ
に

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

日
　
　

誌

商
品

や
看
板
が
歩
道

に

あ
る
日
の
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
を

日
誌
に
基
づ
い
て

、
再
現
し
て
み

ま
し
た
。

根
気
よ
く
注
意
し
ま
す

い
て
い
た
の
で
同
じ
く
注
意
し
ま

し
た
。

少
し
場
所
を
変
え
る
と
、
八
百

屋
が
歩
道
に
た
く
さ
ん
の
商
品
を

並

べ
て
あ
り
、
わ
き
を
ベ
ビ
ー
カ

ー
を
押
し
た
母
親
が
通
り
に
く
そ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
お
客
さ
ん

が
帰
る
の
を
待
っ
て
、
通
行
の
支

障
と
な
る
こ
と
を
説
明
し
て

、
か

た
づ
け
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

お
互

い
自

粛
し

ま
し
ょ
う

講師を派遣します

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

じ
ゃ
口
の
開
閉
も
こ
ま
め
に

一
洗
車

は

、
バ
ヶ
ツ

溽

い
で

ふ
ろ
の
水
も
、
再
利
用

洗
濯
は
、
た
め
す
す
ぎ
で



情　報

※タ イト ルが 色刷 り のも のは、

市 の主 催で す。

催

し

物

夏

休

み

こ

ど

も

映

画

大

会

８

月
％
］日
圉
午
前
1
0時
～
正

午

と
午
後
２

時
～
４

時
の
二
回
　

会

場
市
民
劇
場
　

内
容
ダ
ン
ボ
・
野

菊
の
墓
・
夏
服
の
少
女
た
ち
　
対

象
小
・
中

学
生
と
保
護
者
　

費
用

無
料
　

定
員
各
回
先

着
三
百
三
十

二
人

圉
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
午
前
午
後
の
別
・
希

望
人
数
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八
七
１
五
松
戸
市
役
所

こ

ど
も
課
育
成
係
へ

松

戸

民

演

連

盟

発

表

会

９

月
４
日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後

８

時
　

会
場
森
の
ホ

ー
ル
2
1小
ホ

ー
ル
　

費
用
無
料
　
内
容
歌
謡
・

舞
踊
・
民
謡
の
競
演

圀
成
嶋
容
4
1－
3
5
7
2

番

福

祉

職

場

合
同

説

明

会

９
月
３
日
出
・
８
日
困

、
午
後

１
時
～
４

時
　
会
場
３
囗
＝
千
葉

市
商
工

会
議
所
、
８
日
＝
ホ
テ
ル

サ
ン
ガ
ー
デ
ン
柏
　
内
容
職
員
採

用
を
予
定
し
て

い
る
福
祉
施
設
の

職
員
と
の

個
別
面
談
　
対

象
福
祉

施
設
へ

就
職
を
希
望
す
る
人
　

費

用
無
料

痢
当
日

、
直
接
会
場
へ

※
時
間
内
の
入
退
場
は

自
由

鬩
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
１
昔
0
4
3
1

2
4
8

－

１
（
乙（
Ｊ
４

番

通水式でアユを放流する子供たち

は

り
・
き

ゅ

う

・
マ

ッ

サ

ー

ジ

の

施

術

奉

仕

８

月
2
8
日

収

午

前
９

時
3
0
分

か

ら
　

会
場

身

体

障

害

者
福

祉

セ
ン

タ

ー
　

費

用

無

料

隰
８
月
1
5
日
㈲
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ

キ
に

住

所

・
氏

名

（
一

通

に
つ

き

一
人

）
・
年

齢
・
希
望

す

る

施

術

（
は

り
・
き

ゅ
う
・
マ

ッ
サ
ー
ジ

の

い

ず

れ
か

一
つ

）

を

明
記

し
て

、

〒

2
7
1
松

戸
市

上

矢

切

二

九
九

－

一

総

合

福

祉
会

館

内

身

体

障
害

者

福

祉

セ
ン

タ

ー
へ

※

共
に

活

動

す

る

会

員
を

募

集

中

閲

松

戸
市

視

覚

障

害

者
協

会

・

佐

倉

登
8
7－
3
4
2
9

番

親

子

で

昔

ば

な

し

を

聞

く

会

－

松

戸

近

辺

に

伝

わ

る
話

と

楽

し

い

折

り

紙

遊

び
Ｉ

８

月
2
8日
㈲
午
後
１
時
～
３

時

会
場
松
戸
郵
便
局
　

対
象
小
学
生

と
そ
の
親
・
先
着
二
十
五
組
　

費

用

無
料

圉
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、
〒
2
7
1

松
戸
市
松
戸
一
七
四

ご
〒

八
松
戸

郵
便
局
総
務
課
昔
6
2－
2
3
5
7

番
へ

借

地

借

家

の

無

料

相

談

８
月
1
0日
困
午
後
１

時
～
４

時

会
場
勤
労
会
館
　

費
用

無
料

※
契
約
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

黯
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
久
保

田
a
4
1－
8
2
7
9

番

ス
ポ
ー
ツ

ス

ポ
ー
ツ

課
の
体

操
教
室

中

高

齢

者

健

康

体

操

教

室

９

月

６

囗

～
‥１１
月

８

日

の

毎
週

火

曜
日
（
全

十

回
）
、
午

後
１

時

～

３

時
　

会

場

小

金
市

民

セ

ン

タ

ー

対

象
五

十

歳
以

上
　

定

員

四

十

人

（
抽

選

）
　

費

用
無

料

三

歳

児

親

子

体

操

教

室

９

月
1
0
日

Λ

１１
月
1
9
日

の

毎
週

土

曜
日

（
1
0
月
１

日

を

除

く

、
全

十

旦

、
午

前
1
0
時
～

正

午
　

会
場

運
動

公

園

小

体

育
室
　

対

象

市
内

在
住

の

三

歳

児

（
平

成

２

年
一
…一
月

１

日

～

３

年
４

月
１

日

生

ま

れ
）

と
そ

の

親
　

定

員
三

十

組
（
抽

選
）

費
用

無

料

女

性

健

康

体

操

教

室

９

月
1
0
日

Å

１１一
月
1
9
日

の
毎

週

土

曜
日
（
1
0
月

―
日

を

除

く
、
全

十

回
）
、
午

後
３

時

～
５

時
　

会
場

運

動
公

園

小

体

育
室
　

対

象

市
内

在

住
の

女

性
　

定

員
五

十

人
（
抽

選
）

費
用

無

料

惠
８
月
９
９
一
日
側
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

（
三

歳
児

親

子
体

操

教

室
の

場
合

は

親

と
子

）
・

フ

リ

ガ

ナ

・

電

話
番

号

・

教
室

名

を
記

入

し
て

、
〒
2
7
1松

戸

市
上

本

郷
四

四

三
四

松

戸
運

動

公

園
ス

ポ

ー
ツ

課
（
容
6
3－
9
2
4
1

番
）
へ

松

戸

市

民

劇

団

入

団

説

明

会
８

月
2
7
日

出

午

後
７

時
3
0
分

か

ら
　

会

揚
劇

団

け

い
こ

場

「
劇

舎

（
し

ぱ
い

や

）
」
（
八

柱

駅

徒
歩

一

分

）
　
　
資

格
高

校

生
以

上

で

あ

れ

ば
、

年

齢

・
経

験

な

ど
不

問

圃

事

前

に

電

話

で

、

清

水

昔
4
6

－

０

７

７
（
り
番

へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

９

月
―
日
Ａ
ｕ

月
％一
日
の
毎
週

木
曜
日

（
祝
日
を
除
く
、
全
十
一

回

、
Ａ
ク
ラ
ス

午
前
９

時
か
ら

、

Ｂ
ク
ラ
ス
午
前
1
0時
3
0分
か
ら

会
場
栗
ヶ
沢
公
園
庭

球
場
　

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
者
　
費
用
九
千

円
（
保
険
料
含
む

）

圃
一
８
月
1
5
日
㈲
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

希
望
ク
ラ
ス
（
第
二
希
望
ま
で
）・

返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て

、
〒

2
7
0
松
戸
北
局
私
書
箱
十
二
号
松
戸

市
テ
ニ
ス
協
会
へ

茴
平
木

音
4
8－
6
7
8
4

番

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

一
日

教

室

８

月
2
1日

収

午
後
Ｏ

時
3
0
分

～
４
時
　

会
場
東
部
小
学
校
　
対

象
十
六
歳
以
上
の
女
性
　
定
員
三

十
人
　

費
用

無
料

圃
当
日
会
場
で

茴
体
育
指
導
委
員
・
中
川

昔
9
2
1

5
5
1
1

番

市

民

遠

的

大

会

兼

県

体

選

手

選

考

会

８

月
1
4日
㈲
午
後
１

時
か
ら

会
場

東
京
武
道
館（
Ｊ
Ｒ
綾
瀬
駅
下

車
）
　
対
象
市
内
在
住
の

成
人
で
、

県
民
大
会
（
1
0月
１
日

・
２
日
）

に
参
加
で

き
る
人
　

費
用
千
円

圉
当
日
午
後
Ｏ
時
3
0分
ま
で
に
現

地
で

固
奥
田

登
4
2－
0
7
5
2

番

保
健
・
衛
生

夏

季

市

民

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

大

会
８

月
2
8日
㈲
午
前
８

時
3
0分
受

け
付
け
　
会
場
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球

場
　
対

象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
ク

ラ
ブ
の
社
会
人
　
種
目
一
般
・
成

甼

壮
年
男
女
（
国
際
ル

ー
ル
に
よ

る
）
　
費
用
一
チ

ー
ム
二
千
円

隰
８
月
1
2日
廊
ま
で
に
振
込
用
紙

で閲
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
小
倉
登

4
5
1
0
n癶）（
‥））Ｑ
）番

核

兵

器

廃

絶

を

求

め

る

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

８

月
2
1
日

㈲
午

剪

１１
時
～

午

後

３

時
　

会
場

市

民

会

館
　

内

容

朗

読

（
丸

山

由
利

亜

さ

ん
の

一

人

語

り

）
、

合
唱

、
原

爆

写

真

展
な

ど

費
用

五

百
円

固

松
戸

市

原
爆

被

爆

者
の

会

・

井

町

容
8
6
1
2
5
6
0

番

愛

の

献

血

８

月
1
8日
出
午
前
1
0時
～
忖一
時

4
5分
と
午
後
１
時
～
４

時
　
場
所

市
役
所
　
主
催
松
戸
市

固
健
康
管
理
課
業
務
係
登
6
6
j
7

4
8
7

番

三

歳

児

健

康

診

査

対
象
平
成
３
年
４
月
生
ま
れ
の

幼
児
　

健
診
日
８

月
2
3日
・
3
0日

の
各
火

曜
日
　

会
場
松
戸
保
健
所

汰
健
康
診
査
票
が
届
か
な
い
人
は

、

ハ
ガ
キ
に
左
記
要
領
で
記
入
し

て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

ハガキ記入要領
固
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
登
6
1

－
2
1
2
1

番

見
に
行
こ
う

聴
い
て
み
よ
う

＝
文
化
施
設
だ
よ
り
＝

問市民会館

昔68－1237番

凹 社会教育課市民文

化係昔66 －7462 番
閲文化ホール
f167－7810番

固 市立博物館き 図一8181 番

※

月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

2
8日

７
日

８
／
６
圉

期
　
日

正
常
分
子
栄
養
学
講
演
会
☆
　
　
　
　

松
戸
市
民
踊
愛
好
会
チ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
シ
ヨ
ウ

専
修
大

学
松

戸
高
等
学
校
吹
奏
楽

サ
マ

ー
コ
ン

サ
ー
ト

’
　
　
　
　
　
　

内
　
　

容

1
2一
0
0

1
1一
0
0

1
7ー
3
0

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

４
日

９
／
３
剛

2
4團

Ｍ
‘日

８
／
1
8困

期
　
日

ピ
ア
ノ
発
表
会

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

夏
休
み
こ
ど
も
映
画
大
会

市
立
松
戸
高
校
演
劇
公
演

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
☆ 内

　
　
容

1
4一
ｍ
ｗ

1
5一
3
0

1
0一
0
0

1
4一
ｍ
ｗ

1
3一
ｍ
Ｊ

1
7一
ｍ
Ｊ

1
8一
ｍ
Ｊ

開
演
時
間

西 東
期
間

パ
ス
テ
ル
画

と
切

り
絵

（
浮
世

絵
）
二
人

展

松
戸
あ
ひ

る
会

絵
画
十
号
展

８
／
1
2廊
ま
で

乙
翁
陶
芸

ク
ラ

ブ

陶
芸
展

大
井
藤
一
郎

シ
チ
リ
ア

紀
行
淡
彩
ス
ケ
ッ
チ

展

1
3山
～
2
6廁

創
人

蒼
展

百
星
会

篆
刻
作
品
展

2
7出
～
９
／
９
廊

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
…
午
前
匐
眄
～
午
後
６
時

3
1困
～
４
臼

3
0図
～
９
／
４
日

2
3㈲
～
2
8臼

1
6図
～
2
1日

６
山
～
７
日

８
／
７
日
ま
で

期
　
間

墨
の
美
院
展
覧
会

小
金
原
文
化
の
会
書
嶽
展

朴
山
会
書
展

麦
の
会
洋
画
展

中
央
学
院
大
学
写
真
部
夏
季
写
真
展

平
和
パ
ネ
ル
・
平
和
ポ
ス
タ
ー
展

内
　
　
容

※
月
曜
日
（
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
）・
第
四
金
曜
日
は
休
館
。

入
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

観
覧
料
…
大
人
三
百
円
・
高
大
学
生
百
五
十
円
・
小
中
学
生
百
円

９
／
４
日
ま
で

８
／
3
1伽
ま
で

午
後
１
時
・
３
時
か
ら
三
十

分
間
（
土
・
日
・
祝
日
は
午

前
1
1時
か
ら
も
上
映
）

期
　
　
間

企
画

展
「

救
い
の
民
俗
」

観
覧
料
…
大
人
三
百
円
・
高
大
学
生
百
五
十
円
・
小

中

学
生
百

円

※
常
設
展
示

観
覧
料
と
は
別
料

金
に

な
り
ま
す
。

ハ

イ
ビ
ジ
ョ

ン
映
像
「
美
の

回
廊
を
ゆ
く
／

森
林
の

幻

都
・
覇
王
の
夢
－

カ
ン

ボ
ジ
ア

・
ア
ン
コ

ー
ル
ワ

ッ

ト
」
（

観
覧
無

料
）

※
９
／
１

困
か
ら
は
「
美
の

回
廊
を
ゆ
く
／

は
る
か

な
る
都
の
夢
－

ペ
ト
ナ
ム

ー
フ
エ

」
を
上
映

内
　
　
容

市立博物館

チャンネル

古ヶ崎浄化施設が完成し、７月

14日通水式が行われました。

この施設は見学ができます。８

月末日までの毎日午前10時～午後

４時。[黷建設省江戸川工事事務所

流水調整課昔0471－25－Z3諂番

文化ホール

ギャラリー

松戸駅市民

ギャラリー 市民劇場 市民会館

固市民劇場昔68－0070番



講
座
・
講
演

市

民

大

学

夜

間

講

座

「
日

本

と

国

連

」

９

月
６
日
～
2
7日
の
毎
週
火

曜

日
（
全
四
回
）、
午
後
６

時
3
0分
～

８

時
3
0分
　

会
場
女
性
セ
ン

タ
ー

内
容
日
本
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
、
常
任

理
事
国
入
り
な
ど
　

講
師
立
正
大

学
法
学
部
教
授
・
落
合
淳
隆
氏

費
用
無
料
　
定
員
先
着
三
十
五
人

踞
電
話
で

矢
切
公
民
館
登
6
8－
1

2
1
4

番
へ

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

特

別

講

座

８
月
2
8日
囲
午
前
1
0時
～
午
後

１

時
　
会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
二
千
円
　

内
容

秋
の
花

贈
り

固
フ
ロ

ー
ラ
ル

ー
ア

ー
ト
花
の
友

の
会
・
阿
部
登
4
9－
0
0
0
8

番

図
書

館

市

民

講

座

「
近

代

文

学

連

続

講

座

・
昭

和

文

学

の

展

開

」

８

月
1
7日
・
2
4日
、
９
月
７
日
・

1
4日
の

各
水
曜
日

、
午
後
１

時
3
0

分
～
３

時
3
0分
　

会
場

新
松
戸
市

民
セ
ン

タ
ー
　
講
師
元

相
模
女
子

大
学
教
授
・
森
安
理
文
氏
　

定
員

先
着
百
二
十
人
　

費
用
無
料

圃
電
話
で

、
市
立
図
書
館
本
館
容

6
5－
5
1
1
5

番
へ

コ

ー
ラ

ス

教

室

（
女

声

）

９
月
１
日
～
1
0月
2
7日
の
毎
週

木
曜
日
（
全
八
回
）
、

午
後
２
時

～
４
時
　

会
場

青
少
年
会
館
本
館

費
用
二
千
円
　
内
容
「
時
計
台
の

鐘
」
な
ど

固
ゆ
う
か
り
合
唱
団
・
小
藤
音
4
4

－
1
9
5
8

番

大沼国定公園北海道

母

と
子
の

ク
ッ
キ
ン

グ
教
室

期　日 時間 会　　場 定　　員 対象

8/23(火)
午前1
0時～
午後2
時

中央保健センター
先着20組

(40人)

小学校
三年生
以上の
子と母
(男の
子歓迎
)2肺

小金保健センター
先着15組

(30人)

六実市民センター
先着12組
(24人)

内 容… 簡単にで きる 昼ご はん　 費 用…無 料　 持ち物 …三角

きん 、ふき ん２枚 、エプロン 、筆記用具

圉電 話で健康管理 課松戸方 面保健室萱66－7489 番 へ

親

子

木

工

教

室

８

月
2
1日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後

２
時
（
小
雨
決
行
）
　
会
揚
船
橋

県
民
の

森
　
費
用
五
百
円
（
昼
食
・

軍
手
持
参
）
　
定
員
先
着
三
十
組

圃
電
話
で

、
船
橋
県
民
の
森
管
理

事
務
所
昔
0
4
7
4

－
5
7－
4
0

9
4
番
へ

五
香
六
実

佐
藤
　

明
子
さ
ん

田
舎

の
父
と
私

た
ち
家

族
で
、

北
海
道

に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
娘

が
知
恵
遅

れ
の

た
め
、

遠
く
へ
出

掛

け
る
の
は
、
戸
惑

い
も
あ
り
ま

し

た
が
、

今
ま
で
で
一

番
楽
し

い

旅
で
し

た
。

写
真

は
大
沼
国

定
公
園
で

の
ス

ナ

ッ
プ
で

す
。
途
中
、

野
性

の
キ

タ
キ
ツ
ネ
に
出
く
わ
す
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
っ
て
、
言
葉
の
話
せ
な
い

娘

も
、

今
ま
で
に

は
な

い
楽
し
そ

う

な
表
情
を
見
せ
て

く
れ
て
、
思

い
切
っ
て
旅
を
し
て

よ

か
っ
た
で

す
。こ

の
夏
も
ま

た
北
海
道
へ

行
く

予
定
で
す
が
、
今
か
ら
ど
ん
な
旅

に
な
る

か
楽
し

み
で
す
。

あ

な
た
の
旅
の
思

い
出
を
、
写
真

に
百
五
十

字
程
度

の
文
章
を
添
え
て

広
報
課

へ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

吃
（
き

つ
）
音

者

講

習

会

９

月
２
日
～
平
成
７

年
２
月
ま

で
の
毎
週
金
曜
日

、
午
後
６

時
3
0

分
～
９

時
　
会
場
東
京
都
障
害
者

福
祉
会
館
（
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
下
車
徒

歩
五
分
）
　
対
象
十
五

歳
以
上
の

吃
音
者
　
費
用
無
料

惠
８
月
2
5
日
困
必
着
で
、
ハ
ガ
キ

に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
書
い
て

、
〒
1
7
0
東
京
都
豊
島

区
南
大
塚
一
－

三
〇
－

一
五
東
京

言
友
会
館
内
東
京
言
友
会
事
務
局

（
容
0
3
1
3
9
4
2
－

９

４
３
ａ
）

番
・
火
曜
日

午
後
７

時
～
９
時
の

問
の
み
）
へ

１６

ミ

リ

映
写

機

操

作

技

術
講

習

会９
月
１
日
出

・
２
日
窗
の
い
ず

れ
か

Ｉ
、日
、
午
前
９
時
3
0分
～
午

後
５

時
　
会
場
青
少
年
会
館
本
館

費
用

無
料
　

対
象
十
六
歳
以
上
の

市
民
・
二
十
人
（
抽
選
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を
。

匣
８
月
1
6
日
㈹
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に

希
望
日
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

、
〒

2
7
1
松
戸
市
根
本
三
五
六
京
葉
ガ
ス

Ｆ
松
戸
ビ
ル

内
松
戸
市

教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
（
登

6
6－
7
4
6
2

番
）
へ

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

福

祉

人

材

活

用

講

習

会

８

月
2
6
日

窗

～
2
8
日

㈲

、

午
前

1
0時

～

午

後
４

時
〔
講

義
・
実

技

〕
、

８

月
3
0
日

叫

・
3
1
日

困

、

午

前
９

時
～

午

後
５

時
〔
施

設
実

習

〕
　
会

場
千

葉

市

文
化

セ
ン

タ

ー
　

対

象

福

祉
施

設
へ

の

就

職

を
希

望
し

て

い

る
人
　

内

容

福

祉
に

必

要

な

知

識

と

技

術

の

習

得
　

費

用

無

料

定

員
先

着
三

十
人

斑

講
義

の
み

希

望

す

る
人

も

可

匣

電
話
で

県
福

祉

人

材
セ

ン

タ

ー

容
0
4
3
－
2
4
8－
1
2
9
4

番
へ

日　時 内　　　　 容

8/26 刪
午前
10
時～
午後
4時

清潔について

９／２廁 排せつについて

16鬧 食事と薬

3朏 老人に起こりやすい病気

10/21 廁 在宅高齢者の安全管理と応急処置

会
場
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

わ
ら
木
苑
　
講
師
日
本
赤
十
字
社

千
葉
県
支
部
・
戸

村
静
子
氏

圃
８
月
1
2日
窗
ま
で
に
、
電
話
で

や
わ
ら
木
苑
・
小

林

一`
8
6－
0
2

1
3

番
へ

◆テレホン案内サービス…………登66－0010番
平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜日・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………昔68－3756番
衛生会館内・毎日午後８時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……昔65－3430番
衛生会館内・午後８時～11時

江
戸
川
大
学
秋
の
公
開
講
座

講　 座　 名 日　　　 時 定員 贄　　 用

こと ばは生き てい

る

10/1( 土)・15Clj・11/12

山 一26山
午後１時～２時3C}分 先着

各50人
各3,0(X)円

科学の目で見る新
しい発見

10/8 田･22 圉･11/19

出・12/3 出
午後１時～２時30分

プロ グラミングを

楽しむ

10/8 出・15倒・22圉・

11/12 出･26山 午前10時
30分～午後 Ｏ時30分

先着

30人
10,000円

凹江戸川大学公開講座委員会魯0471－52－0661番

菊

の

植

え

込

み

講

習

会

８
月
７
日
聡

午
後
１

時
～
４
時

会
場
市
民
会
館
　

費
用
無
料
　
内

容
福
助
作
り
植
え
込
み

閲
千

松
菊
花
会
・
飯
箸

容
4
1－
1

0
2
7

番

閲森のホール21さ84 －5050 番

醴戸定歴史館 昔62－2050 番醴パークセンタ ー昔45－8900 番

入
館
時
間
…
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分
（
月
曜
日
は
休
館
）

入
館
料
…
大
人
六
十
円
・
高
大
学
生
四
十
円
・
小
中
学
生
二
十
円

８
／
乙
日
・
2
8日

い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
か
ら

９
／
４
日
ま
で

期
　
　
間

小

・
中

学
生
の
た
め
の
戸
定
が
丘

・
歴
史

探
検
会
　

内
容
徳
川

昭
武
の

生
き
た
時
代
を
探
り
ま
す
。
戸
定
歴

史
館
展
示
室
で
は

一
八
六
七

年
パ
リ
万

博
の
様
子
を
、
ま
た

、
昭
武
の

住
ん
で
い

た
戸
定
邸
の

中
を
探
検
し
ま

す
。
ふ
だ

ん
は
未
公

開
の
場
所
も

公
開
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

匣
電

話
で

戸
定
歴
史
館
へ

小
中
学
生
の
た
め
の
歴
史
展
示
詞

内
　
　
容

※
月
曜
日
は
休
館
開
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
８
／
2
0
出
ま
で
。
８
／
2
1

日
以

降
４

時
3
0分
）

物し催 示展

期
　
　

間

定
員
…
先
着
二
十
五
人
　
費
用
…
無
料

圃
当
日

会
場
で
（
雨
天
中
止
）

８
／
６
山
・
７
臼
・
1
3出
・
2
8

日
・
９
／
３

山
・
４
日

、
午
前

1
0時
～
1
1
時

８

／
６

出
・
７

８
‐
Ｂ

圉
・
1
4

日
・
2
0山
・
2
1日
・
９

／
４

日
、

午
後
３
眄
Ｓ
４

時

８
／
７

目
乱
で

1
0團
～
1
4日

1
7伽
～
乙
日

1
7伽
～
2
8日

3
1伽
～
９
／
４
日

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ

講
師
…
み
ど
り
の
相
談
員
・
首
藤
美
恵
子
氏

昆
虫
ウ
ォ
ツ
チ
ン

ブ

講
師
…
み
ど
り
の
相
談
員
・
松
葉
光
豊
氏

「

森
か
ら
生
ま

れ
た
ク
ラ
フ
ト

展
」
山
中
琴
江

企

画
展
「
デ
コ
パ
ー
ジ
ユ

展
」

「
絵
手
紙
展
」
長
江
勇
紀

「

ひ
よ
う
た
ん
展
」
吉
田

武
雄

企
画
展
「
昆
虫
展
」

「

押
花

―
花
た
ち
の
語

ら
い
－

作
品
展
し
ア
ト

リ
エ
敏

内
　
　

容

大
ホ
｜ル

期日 催し物（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

８／６田 広瀬和子バレエ研究所発表会 忙00 広瀬和子バレエ研究所1141－8982番

19閨
'94松戸ジャ ズ＆ワ ールドミ ュージ

ックフェ スティ バル ☆
18:00 胴)松

戸市文化振興財団

a8 ∠1－5050番

28日 デユークエイセスコンサート ☆ 13:30 労音東葛センターき65－9911番

31團 藤あや子コンサート ☆
14:00

18:30

㈱ベルワールドミユージツク
き03－3222－780倨

小
ホ
｜ル

８／６山
新ヴィヴアルディ合奏団
シリーズコンサートＶＯＬ.2☆

19 二00 刻
松戸市文化振興財団

e84 －5050番

７臼 民謡宏有会創立25周年記念発表会 11:00 民謡宏有会昔88－34(}O番

10困
特別観劇会文化座 公演

「あ の人は帰ってこな かった」 ☆
19:00 松戸演劇鑑賞会a69 －5359番

20圉 虹色 の夢チャリ ティコン サート ☆ 19:00 精神世界をひらく会S0471-ｱ2一昭7番

24困
ちぱ音楽コンクール

第１次予選会
10:30

㈱千葉日報社音楽コンク ール事

務局　　　　　　　　　　 ｀

昔043－227 －0055 番

26削 浅利香津代の一人芝居☆ 18:30
浅利香津代の芝居を観る会
昔64－5558番

27田 ピアノ発表会 14:00 錦織貴子酋88－5673番

28臼 ピアノ発表会 14:00 佐竹音楽教室昔86－7370番

９／３出 音楽協会「弦のしらべ」 14:00 松戸市音楽協会き83－0111番

４日 松戸民演連盟発表会 10:00 松戸民演連盟昔41－3572番

ホー
ルレ
セプ
ショ
ン

４(日) 生バンドで踊るダンス友の会☆ 悃 二30 大塚忠夫昔40－1801番

パーク センタ ー 戸定歴史館

森のホール21

や
わ
ら
木
苑
家
庭
介
護
教
室

21世紀の森と広場



富士 講の装束

ま
つ
ど
歴
史
点
描

富士講という、富士の神々を信仰する集団が関東一円に

あります｡神社の境内に富士山の溶岩を模した「富士塚」が

つくられることもあり、lli内では雷電神社（竹ヶ花）、金山

神社（根本）、松戸神社（松戸）の境内で見ることができます。

また、小山の浅間神社は富士の神を勧請した神社で、神社

のあ る小 高い 丘 を富士 山 に 見立て てい ます。 こ の 装束 は、

実際 に富 士 山に登 っ て参 拝す る と きに着 用す る もので、「」

い色 は聖 地 に入 る時 に必 要な 清浄 さを 表 して い ます。表 裏

一 面 に参 拝記 念の 印が 押 され てお り、 本 人が 亡 くなる と、

装束 も一 緒 に納棺 さ れ ます。　　　　　　　 （ 市立 博物 館）

市内秋山にある聖徳大学付属中・高校の管弦楽部が、夏休み

を利用して北総線の全部の駅を次々に訪れて演奏する、マラソ

ンコンサートを行いました。

７月20日の新柴又駅を皮切りに、最終日31日の干葉ニュータ

ウン中央駅まで、連日60人のオーケストラが、Ｇ線上のアリア

やウエスト サイド スト ーリ ーなどのポピュラーな名曲を熱演。

演奏時間ガタ刻近いこともあって、勤め帰りの乗客が思わず足

を止めて聞きぽれる光景も見られました。

盲導犬を体験！！

マ
ラ
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
卜

盲導犬と一緒に街を歩いてみる。こ

れは、青少年会館が開催している「１

日体験探偵団」のひとこまで、財アイ

メイト協会の協力で行われたもの。

７月９日、都内の同協会を訪ねた子

どもたち20人は、盲導犬について、そ

の役割や重要性、街で見かけたときの

注意などの説明を聞いた後、係の人の

指導を受けながら実際に歩行を体験。

盲導犬の大切さを実感した１日とな

りました。

街

の

話題

身近な街の話題をお寄せく ださい。

茴広報課

新松戸南小 ３年（左）

川崎 佑介 くん

馬橋北小 ３年（右）

広 瀬 友 規 くん

盲
導
犬
は
連
れ
て
歩
く

ん
だ
っ
て
教
え
ら
れ
た
け

れ
ど
、
犬
に
引
っ
ぱ
ら
れ

て
い
る
感
じ
だ
っ
た
。

緊
張
し
た
し
、
不
安
だ

っ
た
け
れ
ど
、
お
も
し
ろ

か
っ
た
よ
。

受賞作の山口 誓子の俳句

「
賞
を
い
た
だ
く
な
ん
て

、
夢
の

よ
う
で
す
。
意
識
は
し
て
い
な
か

っ
た
し
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
」
。

こ
の
謙
虚
な
気
持
ち
が
、
第
四
十

六
回
毎
日
書
道
展
の
採
光
賞
で
あ

る
「
会
員
賞
」
の
受
賞
に
導
い
た

小
さ
い
こ

ろ
か
ら
書
道
を
続
け

て
き
て

、
大
学
時
代
に
は
書
道
家

に
と
勧
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
本
格
的
に
習
い
始
め
た
の
は

そ
れ
以
降
の
こ
と

。

今
回
の
受
賞
は
、「
師
で
あ
る
種

谷
先
生
の
お
か
け
で
す
。
今
の
自

分

が
あ
る
の
は

、
先
生
と
の
出
会

い

が
あ
っ
た
か
ら
と
確
信
し
て
い

ま
す
」
と
強
調
す
る
。
ま
た
、
書

道
会
の
先
輩
な
ど
良
い

仲
間
に
恵

ま
れ
、
そ
の
刺
激
で
い
い
結
果
が

生
ま
れ
た
と
も
言
う
。
だ
が
、
も

ち
ろ
ん

本
人
の
努
力
は
い
う
ま
で

も
な
い

。

上
の

写
真
は
会
員
賞
を
受
賞
し

た
作
品
。
堂
々
と
し
た
作
品
は
山

口
誓
子
の
俳
句
で
あ
る
。
感
動
を

あ
り
の
ま
ま
に

表
せ
る
か
ら

、
近

代
詩
文
書
は
自
分
に
合
つ
て
い
る

と
い
う
。

練
習
は
千
葉
に
自
宅
が
あ
る
先

生
の
所
へ

、
毎
月
二
回
通
う
。
し

か
し
、
忙
し
く
て
な
か
な
か
行
け

な
い
こ

と
も
。
自
宅
で
の
練
習
も

仕
事
の

合
間
に
行
う
た
め
、
時
間

を
割
け
な
い
こ

と
も
し

ば
し
ば
。

「
書
道
は
楽
し
い

。
書
い
て
い
る

と
き
は

、
ほ
か
の
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
う
ん
で
す
」
と
楽
し
そ
う
。

「
で
も
こ
こ

ま
で

書
道
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
も
夫
の
理
解
と
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
」
と
も
付
け

加
え
た
。

昭
和
六
十
年
に
は
毎
日
賞
の
副

賞
で

、
初
め
て
中
国
へ
。
以
後
三

回
中
国
に
行
っ
た
が
、
書
の
原
点

で
あ
る
中
国
だ
け
に
毎
回
感
動
す

る
こ
と
だ
ら
け
だ
っ
た
と
い

う
。

次
回
の
訪
中
が
今
か
ら
楽
し
み
な

よ
う
だ
。

書
道
は
「
技
・
知
・
心
」

が
大

切
と
の
先
生
の
教
え
を
日
々
心
が

け
て
い
る
。

書
道
は
技
術
が
あ
っ
て
も
だ
め

で

、
古
代
の
書
家
・
書
物
な
ど
の

知
識
も
必
要
だ
し
、
心
は
人
間
と

同
じ
よ
う
に
も
っ
と
も
大
事
と
語

る
。今

後
の
目
標
は
と
尋
ね
た
ら
、

「
好
き
な
花
を
題
材
に
、
自
分
の

言
葉
で

書
く
こ
と

。
背
伸
び
を
し

な
い
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で
一
生
続
け

て
い
く
こ

と
で

す
」
と
語
る
町
山

さ
ん
の
瞳
は
生
き
生
き
と
輝
い
て

い
た
。

(
上
矢
切
在
住
）

「
技
・
知
・
心
」

「毎 日書道 展 会員賞 」 を受賞 し た

ひと

北総線全駅で

名曲 聖
徳
大
学
付
属
中
・
高
校
管
弦
楽
部
が

帰宅を急ぐ人 たちも思わず足を止めてし まいました

町山　美扇さん

(上)まっすぐ歩けるかな

(右)熱心に説明に耳

を傾けます

青少年教室「１日体験探偵団
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